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ニッケルメッキ金属の腐食メカニズムに関する研究 

 

 

目  的 

無電解ニッケル-リンメッキ（Ni-Pメッキ）は、大気中の海塩等に対して比較

的優れた耐食性を有するが、海塩等の腐食因子の少ない屋内大気環境下におい

て短期間で素地の金属に達する腐食が生じるケースがある。 

本研究では、その原因と対策の検討のため、実際に発錆が認められた Ni-Pメ

ッキ材料を用いて、メッキ層の腐食から発錆に至るメカニズムについて実験的

に検討した。 

 

主な成果 

1. Ni-P メッキで生じた腐食原因の推定 

発錆が確認されたNi-Pメッキ材料ではメッキ層に素地まで貫通する欠陥が生

じていた。腐食生成物（錆）から、Niが硫酸イオン（SO4
2-）と反応して生成す

る硫酸ニッケル水和物が検出されたことから、メッキ層の欠陥は空気中の亜硫

酸ガス等に由来する SO4
2-付着による Ni腐食の可能性が疑われた。 

 

2.  実機レベルの付着 SO4
2-による腐食促進の確認 

硫酸イオンの Ni-Pメッキ腐食への影響を検証する試験を行った結果、塩水の

み付着させた試験片では顕著な腐食は見られなかったが、硫酸（H2SO4）を添加

した試験片では SO4
2-が当該メッキ部材の腐食促進因子として働いており、屋内

機器の拭き取り調査で測定されたレベルの付着 SO4
2-量でも短期間で素地に貫

通するメッキ欠陥が生じることを確認した。 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 錆が生じたNi-Pメッキ部材の外観    図-2 腐食生成物(錆)のＸ線回折分析結果 

 

 

試験片 塩水のみ 塩水+H2SO4添加 

付着 Cl-量 1mmol/m2（実機相当） 

付着 SO4
2-量 0mmol/m2 

1mmol/m2 

(実機相当) 
2mmol/m2 

試験開始 

1 日目 

 

  

試験開始 

28 日後 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 腐食再現試験の結果 
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●β–FeOOH, ▼γ- Fe2O3 

■Fe(OH)3, △ NiSO4(H2O)7 


